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より詳しい内容については、『修徳まちづくり憲章　第２部　町並み編』 をご覧ください。



施主
《事業者》

町内会
まちづくり委員会

建築分科会
建築分科会

専門家（京都府建築士会、京大門内研）　行政　京都市景観・まちづくりセンター

支援 支援

学区全体の方針や取り組みの推進地域内で建築活動がある場合の協働チーム

地域の誇りとしての歴史的資源と自治の伝統を拠り所に
修徳学区は平安時代から鎌倉時代初期にかけて、政治と文化の中心地とな
り、歴史を動かした人物の邸宅や寺社の史跡が満ちています。また、室町時
代以来の町と町組(今の連合会) の伝統が、日本で最初の修徳小学校をつくり
運営しました。歴史的資源と自治の伝統への 誇りが、町並みを美しくする
原動力だと考えています。
　
伝統と創造を兼ね備えた美しい町並みを目指して
修徳学区のみなさんが、営々と築きあげてきた「暮らしの表現」が「町並み」
だと考えています。修徳学区に美しい「町並み」を創りあげる仕組みを、学
区民のみなさんと一緒に創りあげましょうと問いかけているのが『修徳まち
づくり憲章  第２部  町並み編』です。
そして町並み形成の取り組みは、住民が互いに暮らしよい地域にするために、
誇りを持てる地域にするために、協力しあいそれぞれの責任を果たす協働の
関係づくりが基本です。同じ住民という立場で、お互いに配慮しながら、上
手な関係をつくっていきたいものです。 
新しく来た人には、修徳学区がこんな地域だと知ってもらう機会や、地域の
人との関係をつくる機会もつくりたいと考えています。 
　
「規制ルール」から「創造ルール」へ 
京都市の『新景観条例』は、町並みを保全するための心強い進展に違いあり
ません。しかし、「沿道型美観地区」「旧市街地型美観地区」という一般的な
地区指定だけでは、修徳学区の「町や通り」の特有の町並みを創っていくに
は十分ではありません。修徳まちづくり委員会では、家を改築・増築・新築
する人と、近隣・ 町内会と、建築士など専門家で構成するまちづくり委員会
の「建築分科会」が、調和した町並みを創造するために話し合う仕組みを提
案しています。「規制のルール」から、学区民みんなでつくる「創造のルール」
へと転換をうながしたいのです。 

町並み形成の取り組みを進める体制
地域内の日常的な建築活動に関して動くチームと、学区全体の方針づくりや取り組みの推進を担
うまちづくり委員会の大きく二本立ての体制で進めます。

施主（事業者）：
町内会：

建築分科会：

まちづくり委員会：

専門家：

新築・建替・改修等を行う施主及び設計・施工を担当する事業者。
町内会長及び対象土地の周辺住民から数名程度。
建築に関する地域の相談窓口やアドバイスの中心的存在。  まちづくり委員会、地名研　究会のメンバー
で構成し、協働チームには建築分科会から数名程度が参加する。
全体の方針づくり、町並み文化財や地域のルールの検討プロセスを主導する。  建築分科会は、まちづくり
委員会と協働チームを結びつける役割を担う。
京都大学門内（もんない）研究室、（社）京都府建築士会等に、運営や内容について専門的立場からアドバイ
スをいただく。

●

●

●

●

より詳しい内容については、『修徳まちづくり憲章　第２部　町並み編』 をご覧ください。
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町並みワークショップ
建築相談があった場合、まちづくり委員会では、京都府建築士会や京都大学
門内研究室等の支援のもとに、周辺の通りや町の3次元CGモデルを含む
《町並み検討ツール》を作成します。 
《町並みワークショップ》では、町並み検討ツールを用いて敷地に設計案を
配置し、様々な景観シミュレーションを行いながら、『修徳まちづくり憲章
第2部 町並み編』にまとめた「町並みのルール」にしたがって、修徳学区に
ふさわしい建築と町並みのデザインを探求していきます。

下図は、3次元CG《町並み検討ツール》を用いて通りの
空地に、複数の設計案をはめ込んでみた図です。
《町並みワークショップ》では、これらの図を比較しな
がら、通りにふさわしい建物のデザインを検討します。

○ 平成 4  年
○ 平成11年
○ 平成12年
○ 平成13年

○ 平成15年
○ 平成18年
○ 平成22年

修徳小学校の廃校（洛央小学校への統合） 
「修徳まちづくり委員会」設立 
修徳公園整備に関するワークショップ
「修徳学区の地区計画」策定
　（＊職住共存地区における地域協働型地区計画の第一号です。） 
マンションとの交流ワークショップ 
「修徳学区まちづくり憲章（第１部）」策定 
「修徳まちづくり憲章（第 2部）町並み編、安全・安心編」策定 


��	������ ���

町並みワークショップ

アニメーション・静止画像作成

3Dモデリング

図面データ 画像データ

各種シミュレーション

敷地

代替案の作成と検討

●

●



　まちづくりの出発点は、修徳学区に潜む豊かなコミュニティ資源を発見するところにあります。
ワークショップやアンケート調査を通じて、幅広い視点から修徳学区の宝物としてのコミュニティ資源を
発見し、場合によっては新たに創造していく試みを展開したいと考えています。

建物資源
町並みを構成する基本要素である町家をはじめ、近代建
築、神社など景観資源となる建物を有しています。

歴史的資源
修徳学区という地域には、歴史上政治や文化を動かして
いた人物の生活の場というべき多くの邸宅があり、大内
裏で政治が行なわれなくなった平安中期以後は、天皇の
妃の実家などの里内裏や、上皇の場合は仙洞御所で政務
がとられました。とくに、平安末期から鎌倉初期にかけ
ては、政治や文化の中心が下京区の地域に移りましたの
で、修徳学区は多くの史跡を有する、歴史と文化の伝統
の質の高さを誇りにできる地域といえます。

環境資源
通りの向こうに遠望できる山々、街区内にある奥庭や坪
庭、樹木や水の流れのある公園やお寺・神社など、自然
との触れ合いを可能にする環境資源が数多く存在してい
ます。

人的・社会的資源
歴史的資源として取り上げた町・町組の伝統があり、人
と人とのつながりを大事にする気風が今でも脈々と受け
継がれています。
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平成21年10月 『 修徳まちづくり憲章  第2部  町並み編 』 策定に向けたアンケート調査結果
「修徳まちづくり憲章」には9割、町並み文化財の取り組みには8割の賛意（回収率約45％）
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新玉津島神社本殿　歌道の神
衣通郎姫（そとほしのいらつめ）を祀る

俊成社　五条三位藤原俊成卿を祀る

秋保花月扇熊谷邸

サマーナイト in修徳

大泉寺修徳公園



町家
修徳学区の町並みを構成する基本要素となる建物は
「町家」です。

町家風のビル、近代建築、平成の町家など
町家を活用した店舗、近代建築、町家風の意匠を備
えたビルなどにも、意匠に工夫を凝らし、町並みに
貢献している建物が少なくありません。

神社・お寺
神社やお寺など、歴史的資源で現存するものは、町並み
の核となる建物資源として重要な価値を持っています。

　私たちは、修徳学区の町並みに貢献している建物を新旧問わず探し出し、それらを「修徳町並み文化財」
として評価したいと考えています。
これは、コミュニティとして今後守るべき景観資源となる建物を決定し、町並み形成の範例を示すことに
より、まちづくりの機運を高めようとする試みです。
　ここでは、住民参加のワークショップで選定した修徳町並み文化財の主なものをいくつか例示します。
町並み文化財にふさわしい建物は、これら以外にもたくさんあると思います。
今後、住民みんなで話し合いながら、町並み文化財を増やしていきたいと考えています。
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町並み
修徳学区には、何軒かの建物が連なった魅力的な町並みをいくつも発見することができます。文化財としての価値をもつ
ような町並みを形成していきたいものです。

新玉津島神社 光圓寺

田中直染料店 夜明屋 倉八

旅館十四春旅館十四春

萬年荘 テクトスタジオ萬年荘 テクトスタジオ 谷口邸

野村邸阪邸阪邸

諏訪町通西側の町並み

より詳しい内容については、『修徳まちづくり憲章　第２部　町並み編』 をご覧ください。



　京都市では平成19年9月に「新しい景観政策」を推進するための新景観条例が施行され、建築物等の
「デザイン基準」が定められています。このデザイン基準は、地域固有の特性をふまえた地区別の基準と
して作成されており、修徳学区の場合、烏丸通りと五条通りから30ｍの範囲は「沿道型美観地区」、そ
の他の部分は「旧市街地型美観地区」に指定され、共通基準の他にそれぞれ地区別のデザイン基準が設定
されています。
 
　現行のデザイン基準には、個々の建物が守るべき「規制法」としてのルールが詳細に定められています
が、それらを守ることでどのような町並みが形成されるのかが定かではありません。
そこで修徳学区では、これらのデザイン基準に加えて、何よりも将来こういう町にしたいというビジョン
を共有し、それぞれの町や通りの固有性をふまえた魅力的な町並みを形成していくための「創造法」とし
ての「町並みのルール」を作成する必要があると考え、きめ細やかなルールづくりに取り組んでいます。

美しい町並みを形成するためには、他の建築や工作物との関係、建物の構成要素間の関係、建物と都
市・自然との関係など、多岐にわたる関係をデザインする必要があります。
ここでは、1. 通りの景観　2. 単体のデザイン　3. 遠くからの町並み　という３つの視点から町並
みのルールを作成しています。

それぞれの通りには、その通りの持つ歴史や人々の暮らしに根づいた町並みがあります。 
これらの通りごとの特徴に配慮して調和するデザインにしましょう。

（イ）通りの連続性を大切にしましょう 
通りから見える建物などの色を、その面積、彩度、明度、色調などに配慮して、周囲と調和するよ
うにしましょう。
壁の位置、特に１階と２階の壁の位置が周辺と調和するようにしましょう。 
軒先や棟など、建物出隅部分の位置に注意して連続性を損なわないようにしましょう。 
道路や軒下の地面、前庭などの地表面の材料や色を周囲と調和するようにしましょう。 
通りから見た空と建物等との境界線（スカイライン）を大切にして、空の眺望に配慮しましょう。 
電柱が通りの景観に大きく影響していることに留意して、対応しましょう。  
歴史的な建物や工作物、町の発展とともにつくられた洋風町家や近代建築に配慮しましょう。

（ロ）通りの建物解体などによる連続性の消滅に対応しましょう
建物がなくなり、空地や露天駐車場などになると、町並みの連続性が損なわれます。 
また、これまで見えていなかった建物の側面が露出し、通りの景観が大きな影響を受けます。 
建物を解体する前に、再利用できるかどうかを検討しましょう。 
土地を空地のままにする場合は町並みに配慮して塀などを設置しましょう。 
駐車場にする場合は町並みに配慮したゲートや塀などを設置しましょう。 
建物の解体により隣家の側面が通りに露出する場合は、連続性に配慮して側面補修をしましょう。 
減築や改装（リフォーム）の時は通りの景観に貢献できるようにしましょう。 

 
（ハ）通りの角、どんつきの景観に配慮しましょう 

通りの交差点やＴ字路のどんつきは、両通りや遠くからもよく見えるため、通りの景観上重要
な意味を持ちます。この位置では特に景観に配慮し、十分に検討するようにしましょう。 
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1.  通りの景観
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通りの景観に配慮し、町並みに調和するデザインを心がけましょう。町を歩いて見る視点や人々の暮
らしに根づいた視点から、それぞれの建物や工作物などの細部のデザインにつくりこむようにしたい
ものです。
 
（イ）町を歩いてみる視点で 

町を歩くと建物ひとつひとつを細部まで鮮明に見ることになります。また、建物の正面に立
つとその建物のもつ魅力が伝わってくることがあります。通りに面する建物の正面を主外観
として、必要な側面の外観を含めて、魅力的な、すぐれたデザインになるように検討しまし
ょう。  
建物が細部まで鮮明に見えると、材料の肌合いや職人さんの細部へのこだわり、手わざを感
じることができます。このことを踏まえて検討しましょう。 

 
（ロ）暮らしに根づいて 

建物の表と裏、内と外をつなぐことにより、人の気配や暮らしが感じられる、コミュニティ
のあり方に配慮したデザインを検討しましょう。 
格子は通りと建物内部の関係を適度に調整するすぐれた機能を持っています。積極的に活用
しましょう。

（ハ）細部をていねいに 
歩いて見る視点から、適切な材料を選択し、細部をていねいにつくりこむようにしましょう。 
格子に代表される町家のデザインを取り入れましょう。 
空調室外機やメーターなどの設備機器が景観を壊すことのないように、目隠しをするなどの
配慮をしましょう。 
自動販売機や掲示物が景観を壊すことのないように配慮しましょう。 
閉まっているシャッターが通りの景観やコミュニティのあり方に負の影響を与えることに留
意し て、格子戸などを活用することにより、町並みに調和するようにしましょう。 
電線や配管が景観を壊すことのないように、敷地への引き込み位置に配慮したり、見えない
ようにカバーをするなどの工夫をしましょう。 
軒下の地面や前庭、玄関ポーチ部分について、建物と同様に細部までつくりこむようにしま
しょう。 
建物周りの植栽に使用する草木の種類の選択、植栽箱（プランター）や花壇の色・形状のデ
ザインなどについて、通りの暮らしと景観に配慮して行なうようにしましょう。 

通りから見える大きな建物は空につきだし、通りの景観を壊します。また、大きな建物の周
辺では、人々は威圧感や圧迫感を感じますし、日光や風の流れも遮られますので、暮らしの
環境が破壊されます。 
大きな建物を計画する場合は、裏側の通りや交差点からの景観に配慮して、建物を小さく分
節（区分）するなどの工夫をしましょう。 
周辺の威圧感や圧迫感が軽減できる措置をとりましょう。 
通りからの空の眺望やスカイライン（空と建物等との境界線）に配慮するとともに、建物の
奥庭・坪庭や路地などからの空の眺望に配慮しましょう。 
自然となじむ緑豊かな町並みになるよう、植栽や屋上緑化などの検討をしましょう。 
遠くから眺めたときの屋根の眺望景観に配慮しましょう。 

（大きな建物は周辺に威圧感や圧迫感を与えます。また、空の眺望を阻害しますので、これら
　に配慮した計画が求められます。） 

2.  単体のデザイン

3.  遠くからの町並み
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より詳しい内容については、『修徳まちづくり憲章　第２部　町並み編』をご覧ください。



検 索修徳学区
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これから修徳学区内で建て替えや改修をお考えの方へ 
また、これから修徳学区内で建築活動を行う事業者へのお願い

「事前に町内会長、ならびに自治連合会にご連絡ください」 
「建築分科会がご相談に乗ります！」 
「一緒に修徳学区のまちづくりや町並みについて考えましょう。」

修徳学区内で、建物や工作物の新築・建替・増改築・既存建物の解体・減築などの建築活動
を行おうとする方（事業者）は、計画を立てる際に、その土地が属する町内会の会長、なら
びに自治連合会にご連絡ください。
まちづくり憲章に関連する情報、修徳自治連合会の情報などの地域情報をご提供します。

自治連合会への連絡は下記の修徳学区ホームページの問い合わせフォームから
URL　http://kyoto-machisen.jp/chiiki_hp/syutoku_HP/syutoku_toiawase.htm

発　行　　修徳自治連合会 
編　集　　修徳まちづくり委員会 
協　力　　京都大学大学院 建築学専攻 門内研究室 
　　　　　（社）京都府建築士会まちづくり委員会 
 　　　　　京都市都市計画局都市づくり推進課 
　　　　　（財）京都市景観・まちづくりセンター

この冊子は、右の助成を受けて作成しました 平成20年度：(社)京都府建築士会地域貢献活動基金
平成21年度：国土交通省　住まい・まちづくり担い手事業

●

●

●

より詳しい内容については、『修徳まちづくり憲章　第２部　町並み編』 をご覧ください。




